
　　　　

令和8 年 4 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

・テーブルゲーム、カードゲーム
・創作活動、カレンダーづくり
・レクリエーション
・季節行事

・個別学習、プリント活動
・ジェスチャーゲーム
・読み聞かせ

・レクリエーション
・室内活動

主な行事等

・誕生日会　　・遠足
・季節行事（お花見・プール・夏祭り・七夕・クリスマス・初詣・バレンタインなど）
・昼食づくり　・卒業生を送る会

地域支援・地域連携

・地域の支援学校や他の放課後等デイサービスと連携を行い、利用者のスムー
ズな移行、受け入れを行っている。 職員の質の向上

・研修会への参加（法人、自立支援協議会、他事業所の主催による）
・支援検討会議においての学習や事例検討
・資格取得研修や、運転技能講習への参加

（別添資料１）

家族支援

・本人の家庭環境やご家族の就労状況に応じた利用受け入れを行う。
・自宅や学校での生活面の課題を共有し、集団での活動や個別学習に取り入れ
ていく。
・長期休暇などの学校休業日には、開所時間を長めに設定することでご家族の
就労支援やレスパイトを行う。

移行支援

・進学や卒業、進路先に向けた情報をご家族、相談支援員、学校教員と共
有を行う。
・新規利用者の受け入れ時や、登録利用者が他のサービスを行う場合は、
ご家族や相談員を通じて情報共有や見学の受け入れを行う。

本
人
支
援

支援方針 ・ひとりひとりの特性に合わせた配慮を行いながら集団での活動に取り組み、社会性の向上や生活スキルを獲得するためのサポートを行う。

営業時間 送迎実施の有無

・利用日の活動予定を絵カードや写真を用いて室内に大きく掲示し、一日のリズムの安定と利用者の安心につながるようにする。
・排泄時や外出での活動時、学校下校後には、身だしなみを整える力の向上、私物の管理をしっかりと行えるようにスタッフがサポート
を行う。
・ご家庭や学校での身辺自立についての取り組みを共有し、放課後の場でも継続して行えるようにしていく。
・集団でのおやつや昼食づくりを行い、調理器具の使用方法を学び生活スキルの向上を図る。

・活動時にはラジオ体操や音楽に合わせたダンスを行うことで身体機能の向上を図る。
・屋外では、遊具やボール、フリスビーなどを使った運動を行い身体を動かし、集団遊びを行うことで他者との関係性を構築していく。
・プールや体育館などの施設で運動活動を行い、身体能力の向上に繋げる。

・毎月季節に合わせた創作活動やカレンダーづくりを行い、利用者の曜日、季節に対しての関心を深める。
・トランプやかるた等の集団でのゲームを行い、他者とのルールの共有を行う中での行動形成を図る。
・個々の食事形態や偏食に合わせた形での食事提供を行い、好みや食事のスキルの向上につながるような工夫を行っていく。
・感覚の過敏に合わせた周囲の環境づくりを行い、行動障がいが減っていくようにサポートを行う。

・個別の課題に応じた学習を取り入れ、定期的にご家族との進捗状況を共有し、学校での学習状況との連携を図る。
・個々のコミュニケーションの取り方に合わせた形での言語表出を促し、他者とのコミュニケーションの機会を多く設けていく。
・集団での絵本の読み聞かせをする際は、順番に文を読み、発表することで言語能力の向上に繋げる。

・ジェスチャーゲームなどの集団活動を行う中で他者との関わりを持ち、関係性を深めていく。
・遊具の共有や貸し借りを行いながら、他者とのルールと役割を把握し、社会性の向上に繋げる。

支　援　内　容 プログラム

・朝の会
・片付け、帰宅準備
・おやつ作り、昼食づくり
・食事提供

・ラジオ体操・ダンス
・屋外活動・室内運動
・プール、体育館活動

法人（事業所）理念
ハンディのある方とそのご家族が地域の暮らしの中でノーマライゼーションを実現するためには利用者が選択できる豊かなサービスが必要です。トムトムはパーソナルサービスを提供す
るシステムの中で、年齢やその障がいの種別にかかわらず利用者主体のサービスの確立をめざします。

事業所名 ゆうゆうクラブ 作成日支援プログラム（参考様式）


